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そうだ！ 図書館にいこう 
加本 実 

わたくし小平市の前は、職場だった土木研究所のある茨城県つくば市に住んでいました。 

つくば市周辺の探訪で、親鸞聖人ゆかりの笠間市稲田の西念寺に出会いました。親鸞聖人は佐渡に流

された後、許されて戻ってこられたのは、京都ではなく稲田でした。そこに滞在した理由は、支援する豪族が

いたのと、近くの神社に多くの古文書があったからだそうです。その地で教行信証を書かれました。その逸

話を知り、引っ越しすることになったら、図書館のそばにしようと考えていました。小平の国土交通大学校に

異動になり、小平市中央図書館に近い学園西町に住むことにしました。職場は都心に変わりましたが、すで

に１０年近く住んでいます。図書館のそばに住むことにしたのは大正解でした。いまでは、読書サークルの

世話人をしています。読書サークルでの課題本の候補に出会うのも楽しみです。中央図書館と毎週展示が

変わる市民ギャラリーのある中央公民館、近くの喫茶店はよき散策コースです。中央図書館は、雑誌が充

実していて、なかでも練習を続けているクラシックギターの「月刊現代ギター」はとてもありがたい。硬めの本

の巻末にある参考文献は、小平市図書館ネットの検索で在・不在を容易に確認でき、あれば借りられます。

買うべき本もあるでしょうが、カーシェアーなど、所有することから使用する時代になってきていると感じま

す。本で自宅を狭くすることはないし、処分で悩むこともありません。最近では玉川上水緑道の散歩がてら

津田図書館を利用することも増えました。暑い夏にはロビーで涼んで水分補給やトイレを利用しています。 

筑波大学図書館は午後１０時まで市民も利用可能で、若い大学生たちに交じって社会・経済の読書を楽

しんでいました。受験生時代には伊丹市立図書館の学習室にお世話になる一方、開架で夏目漱石や川端

康成の全集に出会えました。今後は図書館も利用しながら、何かまとまったことを研究し、文章や論文を書

ければよいなと考えています。 
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講 演 会 報 告
 

牧野伊三夫さん講演会 

「絵を描くこととその周辺」 

日時 2023年 6月 18日（日）13:30～15:30 

場所 小平市中央図書館 3階 視聴覚室 

（久保田 文人） 

小平図書館友の会は毎年講演会を主催してきまし

た。今回の講師は小平市在住の牧野伊三夫氏です。

広告制作会社を経て画家をされていますが、活動は

絵を描くことにとどまらず、旅で出会った地域や活

動の良さを見いだし、応援のための広報誌やパンフ

レットなど様々な印刷媒体の企画・制作まで手がけ

られています。 

銭湯と酒を好み、玉川上水の

散策が好きで小平市に引っ越し

てきたという自己紹介に始まり、

今回、これまで経験された地域

との関わり合いの中から四つの

話題を拾って、スライドを交え

ながら、二時間通してお話しさ

れました。 

最初は、飛驒高山（岐阜県）の飛驒産業(株)の広

報活動への関わりでした。友人からキツツキの絵を

描いて欲しいと依頼されたことから始まった飛驒高

山通いが続くうち、木工で制作される家具の良さ、

職人の仕事ぶり、さらに林業という産業にはまって

いったことが語られました。 

二つ目の話題は、林業つながりで、九州の林業の

地、日田（大分県）との関わりの話でした。牧野氏

は日田に地理的に近い北九州のご出身です。日田も

林業が盛んです。木こりの絵を描きたいということ

から話が始まりました。次々に友人・知人を作りな

がら日田の観光を応援する活動が語られ、「ヤブクグ

リ」という日田の応援グループのこと、「きこりめし

弁当」のこと、市内を流れる三隈川（筑後川上流）

に筏を流す計画を進める話、日田と飛驒は語源が共

通という仮説を信じ林業の盛んな両市の日田市長と

高山市長の交流を実現したり、と、映像を交え興味

深いものでした。 

三つめの話はマダガスカルに飛びました。写真家

の友人のすすめでマダガスカルに遊んだときの体験

を、スライドを使っていろいろ紹介されました。 

最後に残り時間で、牛窓（岡山県）にて、友人の

音楽家と、絵を音楽にしたり、音楽を絵にするとい

う創作活動をしたことが語られました。牛窓中学校

の音楽授業で生徒たちの声を聞いて牧野氏が作詞し

た詩を自ら朗読され、最後にハルカ ナカムラ氏の演

奏を聴き、講演の締めくくりとなりました。 

 
 

牛窓のうた 

作詞 牧野 伊三夫 

牛窓中学校の生徒達 

作曲 ハルカ ナカムラ 

高台から見おろすと 

ひざしをあびてキラキラとひかる海 

前島へわたるフェリーが見えるよ 

おだやかでゆったりとした海 

鳥になりたい 風になりたい 鳥になりたい 

友だちとわけのわからない話をしている 

 

山のうえから見おろすと 

緑がいっぱいのオリーブ畑 

海と空の境界線はどこだろう 

おだやかでゆったりとした海 

ずっとこのまま このままでいたい 

ずっとこのまま このままでいたい 

ずっとこのまま このままでいたい 

ずっとこのまま 

友だちとわけのわからない話をしている 

 

牛窓中学校のみなさんと 

2023年 3月 22日 牛窓茶屋跡にて 
 

 

お話を伺って、牧野氏の多才な活動の原動力は、

出会いを大切にされ、次々に広がる友人・知人の輪

を愛し育てる心だと感じました。実は、牧野氏の講

演会は当初、2020年秋の実施をお約束頂いていまし

た。しかしコロナ禍で何度も延期となり、三年越し

の計画をようやく実現できました。定員一杯の 68名

の聴衆のもとで開催できたことを感謝しています。 

＊ 

聴講者の感想から（ほんの一部） 

「トツトツと語られる内容に味があり大変良かった

です」 「大切なことがたくさん詰まったとても豊か

な時間でした」 「牧野さんの絵のスライドが一番好

きでした。たくさんの絵が見られてよかった」 など。  

牧野伊三夫さん 
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小松由佳さん講演会 

「見えない山を登る 

〜シリア難民、生きる根を見つめて〜」 

日時 2023年 10月 29日（日）13:30～15:30 

場所 小平市中央図書館 3階 視聴覚室 

（入山 弘之） 

小平図書館友の会主催の講演会。今年二回目はド

キュメンタリーフォトグラファーの小松由佳さんを

お招きしました。小松さんは、2006 年、世界第二の

高峰「Ｋ２」に日本人女性として初めて登頂を果し

たことで有名になりました。

その後、次第に風土に根ざす

人間の暮らしに魅せられ、写

真家へ転向。遊牧民の世界を

訪ねて出会ったシリアの取

材を続けています。現在は、

取材先で知り合い結婚した

シリア人の夫と、二人のお子さまとで、東京郊外に

暮らしています。当日は、お子さまたちもご一緒で

した。 

会場には 45 人ほど集まり、Zoom のオンライン同

時配信にも 15人ほど参加。盛況でした。この日の講

演内容は「多文化共生」をメインテーマに―― 

●Ｋ２登頂の体験と写真家へ転向した経緯 

●アラブ世界、イスラム世界、中東、西アジアといっ

た地域区分のちがい 

●あまり知られていないイスラム教のこと 

イスラム教の特徴、食べ物の禁忌、独特な女性の

衣装（持参した衣装の現物を示しながら） 

●シリア沙漠の遊牧民（夫とその一族）の暮らし 

何より“ゆとり”=「ラーハ」の時間をたいせつに

する暮らしぶり 

●シリア難民として日本に暮らす夫の生活 

●異文化で育った夫との日本での生活 

「私から見た夫」と「夫から見た私」の食い違い 

●シリア内戦と難民問題（トルコや欧州への脱出） 

●今年２月の地震被害 

●多文化共生の難しさと、小松さんの思い 

――という、実体験に基づいたものでした。 

豊富な写真・図表、明瞭な言葉づかい、ときにユー

モアを交え、参加者とコミュニケーションをとりな

がらのお話に、皆さん聴き入っていました。イスラ

ム教徒の女性が顔や体を覆う衣装＝「ブルカ」「ニカ

ブ」「ヘジャブ」「チャドル」の紹介では、実際に身

につけて説明してくださり、休憩時間には会場の参

加者も手にとって興味津々の様子でした。 

今回、私の印象に残ったのは、「カレー事件」でし

た。小松さん夫妻が日本のお寺に招かれ講演したと

きのこと。終了後の懇親会で、お寺が用意したカレー

ライスを皆でいただきましょう、となったところ、

カレーに豚肉が使われていたことがわかりました。

よく知られているように、イスラム教徒にとって豚

肉は禁忌。夫君はもちろんのこと、小松さんご自身

も結婚を機にイスラム教に改信しています。事前に

食べられないものをお寺に伝えてあったのですが、

お寺の手違いだったようです。小松さん夫妻は、ど

うしても食べられないことを説明。お寺側は仏教の

教えを引いて「ありがたく皆でいただきましょう」

と。そこで 30分ほど対話（討論）したものの双方譲

らず、結局、夫妻はご飯だけ食べたそうです。 

小松さんは、こう言います――「前提が違えば対

話は意味をなさないこともある」と。イスラム文化

と日本文化が「異文化共生」することの難しさを、

あらためて考えさせられました。アンケートでも同

様の感想が多く見られました。参加者から寄せられ

たアンケートから、生の声をいくつか紹介します。 

＊ 

■話し方が分かりやすいので聞いていて心地良かっ

たです。アラブというと曖昧模糊としていたのです

が、地域によって異なり、それがまた大きな火種に

なるというのも分かりました。以前、Ｅテレ「ここ

ろの時代」で紹介されていて、一度、お話を聞いて

みたいと思っていました。 

■実際の衣装など、ご持参くださり、知り得なかっ

たことがいろいろ理解できました。特別な経験を踏

まえたうえでの人生観を聞くことができました。 

■シリアについて、これまで縁を感じることがあま

りありませんでしたが、笑いあう人たちや、おいし

そうな料理の写真を拝見して、その豊かさを感じる

ことができました。 

■国内報道だけでは分からない人々の真の状況が身

近にとらえられました。日常のいとなみレベルでも

知ることができ、今までの理解のプラスアルファに

なりました。 

■興味深く聞かせて頂きました。机上の空論ではな

く、ひとつひとつ彼女自身の経験と実感に基づいて

いて本当に感心しました。昨日、こちら（ダブリン）

は冬時間に変わり、日本との時間差が８時間から９

時間になり、朝の４時半でした。朝早く起きた価値

はありました。 （アイルランド ダブリンより Zoom

で参加した私の友人の感想） 

小松由佳さん 
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 ①中央図書館   
中央図書館は、なんといっても蔵書数が豊富です！ 一般書や児童書、雑誌

や地域資料・古文書、CD、DVD 等の 40 万を超える資料を所蔵していま

す。正面入口を入ってすぐ左の展示コーナーが皆様の目を釘付けにし、２階

ギャラリー展示では貴重な資料とともにライオンのはく製がお出迎え。ま

た、読書スペースやフリーWi-Fiも完備し、おはなし会等のイベントも企画

しているので、誰もが楽しめること間違いなし！ 中央図書館へ行こう！ 

 ②仲町図書館   
仲町図書館は、公民館、カフェが併設された「なかまちテラス」

にあります。世界的な建築家である妹島和世さんが設計を担当し

た、特徴的な建物が見所です。４つの空間が独立した１階から、

上階では一つに繋がり空間の形が様々に変わります。また、昼間

は網目状の外壁で囲まれた建物が、夜は館内の灯りで全体が浮か

び上がるような異なった表情を見せます。１階のカフェや、天気

の良い日には屋外のテラス席で読書をお楽しみください。 

 ③大沼図書館   
大沼図書館は、2001 年１月に開館し、小平市の図書館

の中では、最後にできた図書館です。大沼公民館と併設

されており、20台程の駐車場や、60台程度置ける駐輪

場もあります。グリーンロードからも近いのでサイクリ

ングの途中で少しの時間、読書休憩されるのもおすすめ

です。図書館自体はワンフロアで、館内は、児童コーナー

に折り紙や切り紙で作った季節の飾りつけもあり、明る

い印象を受けられると思います。蔵書は、市内在住著作

物、地方出版のコーナーの設置があることが特色です。 

 ④花小金井図書館   
花小金井図書館は、①駅前の利用しやす

い図書館として、地区館では一番多くの

利用があります。②２階と３階のテラス

からは陽の光が降り注ぎ、窓から見える

緑や空にリラックス。③館内はいつも老

若男女でいっぱい、まるで書店のような

賑わいです。④赤ちゃん絵本の種類も豊

富に揃えています。⑤施設は、屋上緑化

や太陽光発電のほか、雨水貯水槽を設置

してトイレの洗浄水や植木の潅水に利用

するなど、環境に配慮した特徴をもって

います。 

 ⑦上宿図書館   
上宿図書館は、時代小説（文庫）が充実しており、一部の方の間では、と

ある時代小説作家の名前を取って「〇〇文庫」と呼ばれているとかいな

いとか。時代小説が好きな方はぜひ一度ご来館ください。また、創元推理

文庫の収集館なので、海外ミステリーがもりだくさん！ 緑に囲まれ、人

口密度も低い静かな図書館なので、ゆっくりじっくり本を選びたい方は、

小平市最西端に位置する上宿図書館がおすすめです。 

 ⑤喜平図書館   

喜平図書館は、1981年に小平市で 5

番目にできた図書館です。トレードマ

ークはイチョウの葉で、近くにある小

平団地のイチョウ並木にちなんでい

ます。喜平図書館では、郷土写真とし

て小平市にちなんだ写真を収集して

います。所蔵している写真は、出版社

や新聞社、テレビ局などからの問い合

わせもあり、本や雑誌、テレビ番組等

で活用されています。これらの写真は

利用者の方への貸出もできます。ま

た、市内の小・中学校で使用している

教科書の受け入れをしており、こちら

も他の図書館資料と同様に貸出しが

できます。 

 ⑧小川西町図書館   
小川西町図書館は、ハンディキャップ

サービスの中心館として、図書館利用

に障がいのある利用者向けの大活字

本、ＬＬブック、点字図書、点訳絵本が

充実しています。また、障がいのある子

どもがいる市内で活動するグループ

に、布の絵本・布の遊具の貸出を行って

おり、児童コーナーでは、数点の布の絵

本を手に取ることができるようにして

います。 

 ⑥津田図書館   
津田図書館は、①児童本の季節に合わせ

た展示に力を入れています。②ロビーに

は、展示ケースがあり、見て楽しい資料

を展示。③にじバスの停留所の目の前な

ので、実はアクセスがいい。④駐車場の

台数も多いので、車でのアクセスもい

い。（約２０台。公民館と併用）⑤玉川上

水の近くなので、散歩をしながらふらっ

と寄れます。 

地図の出典 

「くらしのガイドこだいら市民便利帳」 

（令和 5年 3月発行） 

小平市内 8館の職員のみなさんからメッセージをお届けします  特集 こだいらの図書館にいこう！ 

１ 

３ ８ 

４

１ 

７ 

５ 
６ 
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チャリティ・ちょこっと古本市  

日時 2023年 5月 27日（土）10:00～15:00 

場所 小平市中央図書館 前庭 

（内田 清子） 

小平図書館友の会の内外的にも大イベント「チャ

リティ古本市」が、新型コロナウイルスの大流行の

ために２０２０年３月に中止を余儀なくされて丸三

年が過ぎました。その間、古本市の世話人会ではど

んな形だったら開催できるのか、何度か話し合いの

場を持ちました。会員たちの「古本市を何とかやり

たい‼ 」という強い願望を受けて、役員会でも検討

し、今回の「チャリティ・ちょこっと古本市」の新

しいスタイルでの開催となったのです。 

三年の間、世話

人会のメンバーも

確実に年齢を重ね、

今の自分たちでも

できるごく小規模

の古本市を目指し、

コロナウイルスが完全に終息していない現状では、

とりあえず場所も中央公民館ギャラリーから中央図

書館前庭（入口付近）への変更を考えました。集本

は別の日に会員たちに協力を呼びかけ、加えて会員

のＦさん宅にストックされている今までの在庫本で

調達。長机四つに一般書、文庫本、新書、児童書、

マンガ本、雑誌等を並べることにしました。 

当日の５月２７日（土）は申し分のない晴天で、

８時半に集合。混雑にならない程度にお客さんが来

てくれることを願いながら準備を始めました。開店

前からお客さんが予想以上に見え、図書館になるべ

く迷惑をかけないようにと１０時１０分前に開始し

ました。初めに並んだ方々は古本市を目当てにいら

した方々でしたが、来館してたまたま古本市を知り、

本を購入していかれる方も沢山いました。 

１０時から１５時の５時間の古本市でしたが、お

客さんたちの喜々とした表情でお気に入りの本を見

つけていく様子を間近で見て、古本市の醍醐味であ

る満足感、高揚感を味わいました。お客さんとのや

り取りも弾み、本で繋がる楽しいひとときとなりま

した。 

次回に向けては、お天気を気にしなくてよい公民

館ギャラリーに戻し、今回よりももう少し本を増や

して開催したいと考えています。久しぶりの「チャ

リティ・ちょこっと古本市」では図書館側の協力を

得て、たいへんスムーズにできたことを感謝してお

ります。 

今回の販売冊数 828冊、売上金 33,460円 

（経費抜き 29,640円 図書館への寄付分積立） 

 

文 学 散 歩  

日時 2023年 9月 7日（木）10:00～11:00 

場所 武蔵野美術大学民俗資料室 

（久米 正幸） 

暑さも少し和らぎ、久しぶりに友の会の見学会に

行ってきました。内田さんの案内で１２名程集まり

ました。地元ですので大学の祭りには行ったことが

ありましたが、民俗資料室は初めてです。小平のふ

るさと村の展示品をイメージしていましたが、規模

が全然違い、主に日本の民俗資料が９万点以上もあ

ることにびっくりしました。構内

は広く資料室は１３号館２階にあ

ります。 

古い着物、紡織、農耕、容器、

郷土玩具等、色々と機能別に分か

れて展示されていました。まずは

玩具で「こけし」が大きい物から

小さいものまで日本各地のお土産

品にある様な物まで沢山あり驚きです。次に紡織か

ら漁労、農機具類で昔懐かしい物でした。特に糸巻

き機では、今でも動くのではないかと思われる物ま

でありました。また昔の藁の合羽類など生活用品が

ずらりと並び、桐タンスから鍋釜まで。最後に、各

地の人形、お雛様、お面等、中でも秋田県大館市の

大きな藁人形２体が印象に残りました。 

昔の人はモノを大事にし、何でも取っておくこと

が習慣でしたが、いまや核家族化でじいちゃんや、

ばあちゃんの昔話も聞くことがなく、ちょっと前の

ガラケーやゲームウォッチなどもなくなって、使い

捨て時代となりました。いまの民具は残るのだろう

かと心配になってきた次第です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023.9.7 武蔵野美術大学 

民俗資料室前で集合写真 
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学 習 会 報 告  

Ｙ Ａ を 楽 し む 会  
 
（ＹＡはヤングアダルトブックスの略です） 

今年の春、小平市内の図書館で友の会の会報を見

つけ、とても興味を持ち、YAを楽しむ会に参加させ

ていただきました。私は、子どもの頃から読書に親

しんでいた人間ではなく、また社会人になってから

は仕事ばかりの毎日で、自ら進んで読書をすること

はほぼありませんでした。でも、心のどこかでずっ

と読書を楽しみたい、という気持ちは持ち続けてい

ました。目の前の現実とは違う世界を旅したり、知

らなかったことを理解したり、楽しいとか嬉しいと

か悲しいとかいう感情をもっと奮わせてみたいと

思っていました。 

昨年の春に病気で長期入院をし、仕事を離れ、い

ろいろなことを考える時間がありました。その時、

これからは、本を読んだり、映画をみたり、落語に

行ったり、スポーツをしたり、今まで出会ってこな

かったいろんな人たちとコミュニュケーションを

取って、より人生を楽しんで過ごしていこうと決心

しました。 

本をほとんど読んでこなかった私にとって読書会

に参加することは、まさに“清水の舞台から飛び降

りるような”気持ちでドキドキしましたが、実際に

参加してみると皆さん優しくて、人の意見を尊重し

て聞いてくださる方ばかりでホッとしました。同じ

1 つの物語を読んでも、その人の過ごしてきた時間、

経験、性格などによって様々な受け止め方があるの

だということが分かり、それもとても新鮮でした。

そして、本の話ばかりでなく、たびたび話が脱線し

ていくのもいつもとても楽しんでいます。 

9 月の課題本『コロボックル物語①誰も知らない

小さな国』は、身長２−３センチの小人（コロボック

ル）と、主人公の少年、そして後にその少年の妻と

なる少女のお話です。 

とある街の近くに、地元の人たちからは神が住ん

でいると崇められている山があり、そこで人目を避

けながら住んでいる小人たち。その小人たちが主人

公の少年と出会い、ゆっくりと時間をかけながら邂

逅し、かけがえのない友達、仲間になっていく話で

す。私は子供の頃には読んだことがなく今回が初め

てだったのですが、目の前に浮かんでくるようなリ

アルな情景の描写、だんだんと恋愛に到っていく二

人の会話や、心の機微などの繊細さ、児童文学にカ

テゴリーされていますが大人も十分に堪能できるよ

うな完成度の高さに驚きました。そして、主人公の

少年の真っ直ぐな性格、周囲の人々に見せる優しさ

に心を打たれました。 

そのほか今までに、『シリアからきたバレリーナ』、

『光の子がおりてきた』など、紛争地域をめぐる出

来事、知的障害を持った子どもの家庭をめぐる出来

事など、課題本として読むことがなければ、問題意

識を持ったり、自分の身近なこととして感じられな

かったような世界に、児童文学という形で分かりや

すく触れることができたのは本当に有意義なことで

した。 

本を読んで、いろんな人と意見を交わし合うこと

で、昨日よりも少し違う今日、そして明日を迎える

ことができるような気がします。ご参加お待ちして

います！   （若尾 伸治） 

 

～2023 年 5月から 2023年 10月までの課題本～ 

◼ 2023.5.26(金) 『夏の丘、石のことば』 

ケヴィン・ヘンクス 徳間書店 

『鏡の国のアリス』 ルイス・キャロル 

岩波書店他 

◼ 2023.6.23(金) 『ふくろ小路一番地』 

イーヴ・ガーネット 岩波書店 

『潮風のおくりもの』 

パトリシア・マクラクラン 偕成社 

◼ 2023.7.28(金) 『秘密の花園』 

フランシス・ホジソン・バーネット 福音館 

『ふたつめのほんと』 

パトリシア・マクラクラン 福武書店 

◼ 2023.9.22(金) 『だれも知らない小さな国』 

佐藤さとる 偕成社 

『まち』 小野寺史宜 祥伝社 

◼ 2023.10.27(金)『あした、弁当を作る』 

ひこ・田中 講談社 

『モモ』 ミヒャエル・エンデ 岩波書店 

 

読書サークル・小平β  
 

２カ月に１回、原則第３日曜の１４時から１６時

まで小平市中央図書館３階視聴覚室で行っています。 
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課題本は、最近の新書・文庫を参加者で決め、進

行者と本の紹介者は持ち回りです。推薦者が紹介者

になる事が多いです。毎回１０名（中高年の男性と

女性数名）ほどの参加です。最近では、数枚のレジュ

メを配布する方が増えてきました。各自の感想に、

一方通行でない、対話が起こりつつあります。 

これからも、世代や性別、経験の異なる多様な参

加者と、科学歴史思想文学など、幅広いジャンルで、

関連図書も読み知見を交換できる、楽しい読書会で

ありたいと思います。 （加本 実） 

 

～これまでの課題図書～ 

＜2022 年＞ 

◼ 第３回 2022.11.20日（日）9名参加 

エマニュエル・トッド 

『第三次世界大戦はもう始まっている』 

文春新書 2022.6.17 

＜2023 年＞ 

◼ 第４回 2023.1.15日（日） 10 名参加 

渡辺 努 『世界インフレの謎』 

講談社現代新書 2022.10.20 

◼ 第５回 2023.3.19（日） 10名参加 

鳥海不二夫、山本龍彦 

『デジタル空間とどう向き合うか』 

日経プレミア 2022.7.9 

◼ 第６回 2023.5.14（日） 11名参加 

篠田建一 『人類の起源』 

中公新書 2022.2.21 

◼ 第７回 2023.7.23（日） ９名参加 

上野千鶴子 『情報生産者になる』 

ちくま新書 2018.9.6 

◼ 第８回 2023.9.17（日） １２名参加 

宇野 重規 『民主主義とは何か』 

講談社現代新書 2020.10.21 

 

図書館について学ぶ会・ハンディ

キャップサービス学習会 
 

学ぶ会のメンバーは多忙な人が多く 2か月に 1回

程度 Zoom での勉強会を持ちました。「指定管理者制

度」をテーマとしネットを中心に調査しましたが、

他自治体の形態はさまざまであり、また指定管理会

社も多く存在し結論としてまとめることはできませ

んでした。自治体直営にしても指定管理者制度を使

うにしてもそれぞれ一長一短あり、仕組みだけで良

し悪しを判断できるものではないことがわかりまし

た。建設中の小川駅西口再開発ビルに入る公共床は、

指定管理者制度も視野にいれていると聞いています。

他の市内図書館との関係や違いを注視していきたい

と思います。 

 

3月 16日のハンディキャップサービス交流会へ協

力団体として参加しました。この交流会は、図書館、

小平市社会福祉協議会、図書館ボランティア、障が

い当事者、そして友の会が集まり、今年度の報告や

質問、次年度に向けての予定や意見など情報交換を

行う場です。図書館からは、録音図書の作成や宅配

サービスがたくさんのボランティアに支えられて計

画通りに進んでいる旨の報告がありました。利用者

側からは電子図書導入や駅に近い図書館の閉館時間

を延ばしてほしいなどの意見が出ました。 

 

第 26 回定期総会 

日時 2023年 10月 1日（日）13:30～14:30 

場所 小平市中央図書館 3階 視聴覚室 

懇親会 14:45～16:00 （中央公民館） 

 

１０月１日(日)午後１時半から２時半まで中央図

書館視聴覚室において、利光良平中央図書館長を来

賓としてお迎えし、定期総会を行いました。現会員

数１１２名中、出席者１８名、委任状６７通でした。 

議長を岩上尚子さんにお願いし、前年度活動報告

と決算報告、今年度の活動計画案と予算案を審議し

た結果、すべて承認可決されました。 

また、第５議案として会費納入規定についての会

則改正案を提案し、質疑応答の後可決されました。 

総会後には公民館に場所を移して利光館長も加わ

り１時間ほど懇親会を行いました。３年ぶりの顔を

合わせての総会でしたので久しぶりに読書談義に花

が咲き和やかなひと時でした。 （剣持香世） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 22日(日)元気村まつりにミニ古本市を出店。 

1冊 30円で本好きの人たちに人気です。 


